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・スタートメニュー　→　IMP　→　Welcome　→　welcome
を起動します。

・起動後、下のような画面が表示されます。
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Welcomeの画面構成を説明します。

●上記のような８種類「タブ」があります。
・当日(20)タブ
・当日(36)タブ
・当日(72)タブ
・週間タブ
・予約状況
・メモタブ

●それぞれをクリックすると画面下部の表示が変わります。

①タブをクリックすると

②この部分の表示が切り替わります

●次ページ以降に、各タブの意味を説明します。
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・このタブでは、当日の部屋の状況を表示しています。
・一度に表示できるのは20室までです。

１画面で２０室まで表示しますが、前頁・
次頁ボタンによって目的の部屋の情報を
表示できます。

起動直後は「システム日
付から得た本日」を表示し
ていますが、前日・翌日ボ
タンで目的の日を表示で
きます。
また本日ボタンで本日に
即座に戻ります

２０個それぞれのボックス
が当日の部屋の状況を示
しています。
表示内容や表示色につい
ては後述します。
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・このタブでは、当日の部屋の状況を表示しています。
・一度に表示できるのは36室までです。

表示可能なボックスは36
個です。
ボックス内の情報は20表
示と比べると少ないです
が、さらに多くの部屋の情
報を一度に確認できます。
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・このタブでは、当日の部屋の状況を表示しています。
・一度に表示できるのは72室までです。

表示可能なボックスは72
個です。
ボックス内の情報は20表
示や36表示と比べると少
ないですが、さらに多くの
部屋の情報を一度に確認
できます。
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●当日の状況を示す３段階のタブですが、下記のように表示できる情報に違いがあります。

●２０表示
一度に２０室の状況を見れます。
１室の情報については、左記のように１０項目の情報が表示されています。

●３６表示
一度に３６室の状況を見れます。
１室の情報については、左記のように５項目の情報が表示されています。

●７２表示
一度に７２室の状況を見れます。
１室の情報については、左記のように４項目の情報が表示されています。

一度に多くの部屋の状況を確認したい時、１室ごとの詳細な情報を確認したい時、運用状況にあわせて３種類のタブを切り替えて使用して下さい。
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・このタブでは、当日から1週間の部屋の状況を表示しています。
・一度に表示できるのは12室までです。

表示可能なボックスは12
室×7日です。
連泊の情報などを把握す
るのに適した画面です
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・このタブでは、「ふせん紙を貼る」要領で自由にメモを残せます。
・また、自由設定項目マスタの定義によっては、自動的にメモが貼られる事もあります。

メモ内容はいつでも編集でき
ます。
メモそのものの削除や、新し
いメモの追加もこのタブで行
います。

当日に何からのメ
モがある場合、こ
のマークが表示さ
れます

いつでも指定の日付のメモ
を編集できます。
来月の１０日に忘れてならな
い事などをメモとして先行登
録する事などに利用します。
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・当日(20)(36)(72)、週間タブに配置する部屋を設定する必要があります。
・最初に設定すれば設定は継続しますが、いつでも自由に再設定可能です。
・Welcomeがインストールされた各パソコンごとに設定する必要があります。

・メニューバーから　設定　→　ページ配置　をクリックします。
・下記の画面が表示されます

４種類のタブについてそれ
ぞれ定義します

左記の例では
当日(20)のタブ・１頁目に配置する部屋が定義されています。

左上のボックスに「201室」
その右隣に「202室」
３段目以降は未配置」

この設定で登録したメイン画面の表示結果が以下のようになります
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●部屋の配置

・何も配置されていないボックスをマウス「右クリック」すると、左記のようにボックスの色が反転し「サブメニュー」が表示されます。

・サブメニューから「配置する」をクリックします。

・下記の「部屋選択画面」が表示されます。

・空白ボックスに配置したい部屋をリストから選択します。

・リストには「部屋タイプ」ごとに表示されています。

・部屋タイプコードを入力する事によって、指定の部屋タイプだけをリスト表示する事ができます。

・リストから選択（行が反転表示）の上で「選択」をクリックします

③その結果、210の下に
305が配置されました

①210の下の空白ボックス
で右クリックする

②305を選択



ページ 13

●部屋の配置を解除

・既に配置されているボックスをマウス「右クリック」すると、左記のようにボックスの色が反転し「サブメニュー」が表示されます。

・サブメニューから「解除する」をクリックします。

①210のボックスで
右クリックする

・左記のように、選択したボックスが空白になりました。

・前ページで実行した「305の配置」とあわせ、「210の配置を解除」した事によりメイン画面の表示結果が以下のようになります

210だった箇所が空白となり

その下に305が配置された
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・以上と同じ操作によって、他のタブも配置を設定して下さい。

・各タブに配置する部屋を自由に設定できますので、目的にあった見やすいタブ構成とす
る事ができます。

・例えば「当日（72）」のタブでは、実際のフロアに近い配置にする事によって全貌を見や
すくする事。

・例えば１ページ目はシングルで、２ページ目はツイン、５ページ目には駐車場にしてペー
ジごとの意味合いを持たせる。

・などなど・・利用状況に応じた設定をいつでも行う事ができます。

ページごと次に移動する事を繰り返
す事で空白ページを挿入できます。
空白ページに再配置する事で目的
の配置構成を作れます。

当日72の配置例
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・各タブのボックス内に表示する項目を設定する必要があります。
・最初に設定すれば設定は継続しますが、いつでも自由に再設定可能です。
・W2がインストールされた各パソコンごとに設定する必要があります。
・先に述べたように、各タブごとに表示できる情報数に制限があります。それぞれのボックスに表示する内容を設定します。

・メニューバーから　設定　→　表示項目　をクリックします。
・右の画面が表示されます
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・この例では「当日36」のボックスに表示する内容を設定しています。

・表示したい内容を左記のようにプルダウンメニューから選択します。

・選択可能な項目は以下の通りです
・部屋番号
・部屋略称
・部屋名称
・タイプ略称
・タイプ名称
・受付番号
・氏名
・会社
・県名
・顧客番号
・宿泊数
・紹介先
・地区
・ＤＭ発行
・顧客区分
・項目５
・項目６
・男性
・女性
・子供
・団体
・人数計
・備考１
・備考２

・各ボックスに表示する項目はいつでも自由に設定できますので、目的にあった見やすいタブ構成とする事ができます。
・例えば72タブでは全体を見る用途ですので、表示項目は氏名と会社程度
・20タブでは更に細かく宿泊数や電話番号
・などなど・・利用状況に応じた設定をいつでも行う事ができます。
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・W2では表示カラーを設定できます。
・色合いのルールを自由に決めていただき、ビジュアル的な直感につながる独自の配色にする事が可能です。

・メニューバーから　設定　→　色項目　をクリックします。
・下記の画面が表示されます

メイン画面のボックス色を定義します。右の例では
・空室は白
・予約済みは黄色
・チェックイン済みはブルー
・チェックアウト済みはグリーン

となっています。

各編集画面の色合いを定義します。
部屋を予約する場合は黄色系。
請求書を作る場合は紫系。

というように、色合いで操作しようとしている画面をイ
メージできます。

W2本体の操作に慣れた後にでも、目的に応じて設定して下さい。
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以上で、Welcomeを使用する為の環境設定は概ね完了します。

以降は「③日常操作編」によって、実際の操作説明を参照下さい。

日常操作習得に沿って、本編の環境設定をやり直す事は可能です。
ニーズに沿った見やすさや、判断のしやすさを目指し、環境設定をされる事をお勧めします。


